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概略：75 名に、のべ 1,210 回の面談を行った。75 名の会話成立率（会話成立回

数/会話施行回数）は CASA 導入により、平均 70.9%から 92.0%に有意に改善され

た。認知症度、1（Ⅰ）から 3.5（Ⅲb）までのレベルで、CASA 導入後に、会話成

立率が有意に上昇した。認知症度が高度な人でも、CASA は会話成立率を有意に

上昇させた。 

 

 


